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0.目的：　BPM の 正をする為のツール（Q、ST 磁石の振りと、BPM データ取

得。　取得データの初期処理。）の動作を確認したので、備忘のため測定状況

を記 しておく。

１.使用機器セットアップ

図１に示す MEBT2 にある、上流 BPM、ST 磁石、Q 磁石（被検 BPM を内包）、測

定用プローブ下流 BPMを用いた。

↑図１：BBCに用いた、磁石、BPMの組。

２.データ取得

この時のスキャンの様子を図２-1(垂直)、図 2-2(水平)に示す。



↑図２：垂直方向のスキャンの様子。 は上流 BPM、 が中流の被検 BPM、緑

は下流 BPMである。データ点は１DAQの平均。磁石 定は１Hz間隔。



↑図３：水平方向のスキャンの様子。 は上流 BPM、 が中流の被検 BPM、緑

は下流 BPMである。データ点は４DAQの平均。磁石 定は 2.5Hz間隔。

３.セミオンライン 析（初期 析）

図４、図５に初期 析の様子を示した。



↑図４：垂直方向の初期 析の結果。図２のスキャンのデータの 析。BPMは、

内包させている Q 磁石の中心を基準に＋0.090mm（プラスは鉛直上）の位置に

あった（初期 析）。

　



↑図５：水平方向の初期 析の結果。図３のスキャンのデータの 析。BPMは、

内包させている Q 磁石の中心を基準に＋0.102mm（プラスは地下トンネル通路

側）の位置にあった（初期 析）。

４.測定環境

以下に、BBC 測定に用いたビームの状況（図６：位置 trend, 図７：ビーム 流

trend, 図８：モニター全体状況、図９ビームエネルギー）を示す。



↑図６BPM trend

↑図７：SCTtrend



↑図８：モニター値全体。

４. 辞

この測定ツールの作成には、佐甲さん、沈さんを始め、制御 Gr の方々の大きな

協力をえています。また、ビームの運転には J－PARC チーム全体の協力で可能

になっています。



↑図９：ビームエネルギー


